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決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

決
算
特
別
委
員
会
（
飯
岡
英
之
委
員
長
）
で
は
、
九
月

十
一
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
二
十
五
年
度
茨
城
県
公
営

企
業
会
計
決
算
の
認
定
」
及
び
「
平
成
二
十
五
年
度
茨
城

県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
」
に
つ
い
て
、
九

月
十
八
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
公
営
企
業
を
所
管
す
る
企
業
局
、

病
院
局
、
土
木
部
の
各
部
局
か
ら
事
業
実
績
等
の
説
明
を

聴
取
す
る
と
と
も
に
、
監
査
委
員
に
決
算
審
査
意
見
を
求

め
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
九
月
二
十
五
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
二
十
五

年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
」
に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
部
局

ご
と
の
審
査
を
行
い
、
第
四
回
定
例
会
の
会
期
中
の
委
員

会
に
お
い
て
総
括
質
疑
、
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

議
員　

子
ど
も
た
ち
の
観
光
に
お
け
る

お
も
て
な
し
の
心
を
醸
成
す
る
た
め
、

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
郷
土
教

育
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
郷
土
の
歴
史
・

文
化
の
学
習
に
加
え
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
な
ど
で
、
観
光
業
界
か
ら
講
師

を
招
い
て
講
演
会
を
開
く
ほ
か
、
学
校

周
辺
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
紹
介
す
る
観

光
マ
ッ
プ
や
観
光
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
を

通
し
、
郷
土
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

議
員　

木
材
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

皆
伐
※
及
び
再
造
林
を
行
う
森
林
所
有

者
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

皆
伐
と
再
造
林
の
作

業
を
一
体
的
に
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
」
導
入
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低

減
や
、
採
種
園
の
整
備
な
ど
に
よ
る
苗

木
の
安
定
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
木
材
需
要
に
対
応
で
き
る
森
林

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
県

北
振
興
の
方
向

性
、
外
国
人
観

光
客
向
け
体
験

観
光
に
よ
る
誘

客
促
進
な
ど
も

質
問
）

議
員　

大
洗
鹿
島
線
の
輸
送
人
員
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
経
営
は

苦
し
い
状
況
に
あ
る
。
同
線
は
沿
線
自

治
体
の
住
民
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
路
線
で
あ
る
が
、
県
と
し
て
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

地
域
鉄
道
は
地
域
で
守
っ

て
い
く
と
い
う
理
念
の
下
、
県
・
地
元

市
町
・
事
業
者
間
で
支
援
の
枠
組
み
づ

く
り
の
た
め
の
協
議
を
し
て
い
る
。
同

線
は
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
と
連
携
し
て

支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　

教
員
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
運
動
部
活
動
に
つ

い
て
、
外
部
指
導
者
を
積
極
的
に
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

運
動
部
活
動
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
外
部
指
導
者
導
入
に
向
け
た

連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
動
向
も
踏
ま

え
、
運
動
部
活
動
の
活
性
化
と
教
員
の

負
担
軽
減
に
向
け
、
外
部
指
導
者
の
積

極
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
涸
沼
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
、
北

浦
湖
岸
の

サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー

ド
の
構
想

な
ど
も
質

問
）

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出

一括方式

議
員　

家
庭
や
地
域
で
孤
立
す
る
妊
産

婦
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
産
後
う
つ

対
策
が
重
要
な
課
題
な
の
で
、
産
後
ケ

ア
事
業
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
産
前

産
後
ケ
ア
情
報
提
供
体
制
の
強
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

産
前
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て
は
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
必
要
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
今
後
は
県
助
産
師
会
な
ど
と

連
携
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
ル
配
信
に

つ
い
て
は
市
町
村
に
情
報
提
供
を
行
う
。

議
員　

ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
に
は
、
防

犯
機
能
付
き
の
通
話
録
音
機
の
効
果
が

大
き
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
通
話
録
音

機
の
貸
し
出
し
な
ど
に
よ
る
対
策
強
化

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

警
察
本
部
長　

本
年
十
月
か
ら
ニ
セ
電

話
詐
欺
被
害
防
止
対
策
の
実
証
実
験
と

し
て
、
迷
惑
電
話
防
止
サ
ー
ビ
ス
機
器

三
百
五
十
台
を
無
償
で
設
置
、
利
用
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

広
報
啓
発
活
動
の
中
で
、
各
種
電
話
機

器
な
ど
の
普
及
促
進
に
も
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、

女
性
の
活
躍

推
進
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
対

策
な
ど
も
質

問
）

議
員　

国
に
お
い
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
発
足
さ
せ
た
が
、

本
県
に
お
い
て
も
対
策
組
織
を
設
置
し
、

全
庁
を
挙
げ
て
、
早
急
に
総
合
的
な
対

策
を
打
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

知
事　

今
後
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、

国
の
戦
略
を
勘
案
し
な
が
ら
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
た
め
の
組
織
体
制
を
早
急
に

構
築
し
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
総
合
的

な
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

若
者
が
安
定
し
た
雇
用
の
も
と

で
、
安
心
し
て
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、
若
者
の
雇
用
対
策
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

若
者
の
正
規
雇
用
を

増
や
す
た
め
、
就
職
面
接
会
の
開
催
の

ほ
か
、
研
修
と
雇
用
を
一
体
的
に
進
め

る
事
業
や
企
業
の
在
職
者
へ
の
処
遇
改

善
を
支
援
す
る
事
業
に
取
り
組
む
。
さ

ら
に
、
職
業
訓
練
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
企
業
誘
致
な
ど
雇
用
の
場
の
拡

大
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

地
域
医
療

の
充
実
、

教
員
の
多

忙
化
へ
の

対
応
な
ど

も
質
問
）

本澤　　徹 議員
いばらき自民党
鉾 田 市 選 出  

一括方式

佐藤　光雄 議員
民 　 主 　 党
水 戸 市 選 出

一括方式

田村　けい子 議員
公 　 明 　 党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
の
強
化

観
光
振
興
の
た
め
の
教
育
の
推
進

新
た
な
木
材
需
要
へ
の
対
応

鹿
島
臨
海
鉄
道

大
洗
鹿
島
線
へ
の
支
援

若
者
の
雇
用
対
策

産
前
産
後
ケ
ア
の
充
実

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応

中
学
校
・
高
等
学
校
の
運
動
部
活
動

に
お
け
る
外
部
指
導
者
の
活
用

ことば ※【皆伐】…林業で、対象となる区画にある森林の樹木を全部または大部分伐採すること。
※【マタニティマーク】…妊産婦が交通機関等を利用する際身につけ、周囲が妊産婦への配慮を示しやすくしたり、ポスターなどとして掲示して、妊産婦にやさしい環境づ

くりを推進するもの。

皆伐・再造林のための育苗作業
の様子

妊産婦に配慮を
（絵はマタニティマーク※）

利用促進が期待される
大洗鹿島線

就職面接会の様子

一般質問（要旨）

９
月
８
日（
月
）

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ　

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

９
月
９
日（
火
）

　

佐さ
と
う藤　

　

光み
つ
お雄　

　
　
（
民　
　

主　
　

党
）

　

石い
し
だ田　

　
　

進
す
す
む　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

外と
つ
か塚　

　
　

潔
き
よ
し　

　
　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

９
月
10
日（
水
）　

　

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

加か
と
う藤　

　

明あ
き
よ
し良　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

９
月
11
日（
木
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

聡
さ
と
し　

　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

島し
ま
だ田　

　

幸こ
う
ぞ
う三　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

森も
り
た田　

　

悦え
つ
お男　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


